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平
成
二
十
八
年
（
２
０
１
６
）
１
月
２
２
日(

金
曜
日)

旧
暦
十
二
月
十
三
日

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

千
葉

加
藤

徹

二
十
四
節
気

中
国
の
七
十
二
候

季
冬

小
寒

１
月
６
日

雁
北
郷

鵲
始
巣

野
鶏
始
雊

大
寒

１
月
２
１
日

鶏
始
乳

鷙
鳥
厲
疾

水
沢
腹
堅

孟
春

立
春

２
月
４
日

東
風
解
凍

蟄
虫
始
振

魚
上
氷

雨
水

２
月
１
９
日

獺
祭
魚

鴻
雁
来

草
木
萠
動

仲
春

啓
蟄

３
月
５
日

桃
始
華

倉
庚
鳴

鷹
化
為
鳩

春
分

３
月
２
０
日

玄
鳥
至

雷
乃
発
声

始
雷

季
春

清
明

４
月
４
日

桐
始
華

田
鼠
化
為
鴽

虹
始
見

穀
雨

４
月
２
０
日

萍
始
生

鳴
鳩
払
其
羽

戴
勝
降
于
桑

旧
暦
一
月
一
日

中
国
の
春
節

２
０
１
６
年
は
２
月
８
日

★
年
の
内
に
春
は
来
に
け
り
ひ
と
と
せ
を
去
年
と
は
い
は
む
今
年
と
は
い
は
む

こ

ぞ

在

原

元

方(

９
世
紀
～
１
０
世
紀)
あ
り
わ
ら
の
も
と
か
た

上
田
城
址

土
屋
竹
雨(
１
８
８
７
ー
１
９
５
８)

英
雄
父
子
據
孤
城

英
雄

父
子

孤
城
に
拠
り

曾
扼
関
東
十
萬
兵

曽
て
扼
す

関
東
十
万
の
兵

故
國
蒿
莱
剰
楼
櫓

故
国

蒿
莱

楼
櫓
を
剰
し

亂
山
如
戟
勢
崢
嶸

乱
山

戟
の
如
く

勢
ひ
崢
嶸

ウ
エ
ダ
ジ
ョ
ウ
シ
。
ツ
チ
ヤ
チ
ク
ウ
。
エ
イ
ユ
ウ
、
フ
シ
、
コ
ジ
ョ
ウ
に
ヨ
り
、
カ
ツ
て
ヤ
ク
す

カ

ン
ト
ウ

ジ
ュ
ウ
マ
ン
の
ヘ
イ
。
コ
コ
ク

コ
ウ
ラ
イ

ロ
ウ
ロ
を
ア
マ
し
、
ラ
ン
ザ
ン

ゲ
キ
の
ゴ
ト

く

イ
キ
オ
い
ソ
ウ
コ
ウ
。

〇
上
田
城=

真
田
氏
の
居
城
。
長
野
県
上
田
市
に
城
跡
が
残
る
。
〇
土
屋
竹
雨=

漢
詩
人
。
大
東
文
化
大

学
の
初
代
学
長
。
上
田
城
の
跡
の
入
口
に
あ
る
石
碑
に
も
、
こ
の
漢
詩
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
〇
英
雄
父

子=

真
田
昌
幸
（
さ
な
だ

ま
さ
ゆ
き
）
と
、
彼
の
息
子
で
平
成
二
十
八
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主

人
公
で
あ
る
真
田
幸
村(

ゆ
き
む
ら)

こ
と
真
田
信
繁(

の
ぶ
し
げ)

を
指
す
。
〇
曾
扼
関
東
十
万
兵=

１
６

０
０
年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
直
前
、
上
田
城
の
真
田
軍
約
三
千
が
、
徳
川
秀
忠
が
率
い
る
三
万
八
千
の

兵
と
戦
っ
て
勝
利
し
た
「
第
二
次
上
田
合
戦
」
を
指
す
。
「
十
万
」
は
詩
的
な
誇
張
。
〇
蒿
莱=

生
い
茂

っ
た
雑
草
。
〇
楼
櫓=

城
の
高
楼
や
、
や
ぐ
ら
。
〇
乱
山=

入
り
乱
れ
る
よ
う
に
そ
び
え
立
つ
高
い
山
や

低
い
山
。
〇
戟=

古
代
中
国
の
「
ほ
こ
」
の
一
種
。
〇
崢
嶸=

山
が
険
し
い
さ
ま
。
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感
事

事
に
感
ず

于
濆(

９
世
紀
後
半
ご
ろ
活
躍
）

花
開
蝶
滿
枝

花

開
け
ば

蝶

枝
に
満
つ

花
謝
蝶
還
稀

花

謝
す
れ
ば

蝶

還
た
稀
な
り

惟
有
舊
巣
燕

惟

旧
巣
の
燕

有
り
て

主
人
貧
亦
歸

主
人

貧
し
き
も

亦
た
帰
る

コ
ト
に
カ
ン
ず
。
ウ
フ
ン
。
ハ
ナ

ヒ
ラ
け
ば

チ
ョ
ウ

エ
ダ
に
ミ
つ
。
ハ
ナ

シ
ャ
す
れ
ば

チ

ョ
ウ

マ
た

マ
レ
な
り
。
タ
ダ

キ
ュ
ウ
ソ
ウ
の
ツ
バ
メ

ア
り
て
、
シ
ュ
ジ
ン

マ
ズ
し
き
も

マ

た

カ
エ
る
。

〇
花
開
＝
花
が
咲
く
こ
と
。
漢
文
の
「
咲
」
は
「
笑
」
の
異
体
字
で
、
こ
れ
を
「
花
が
咲
く
」
の
意
味
に

使
う
の
は
日
本
語
。
〇
花
謝=

花
が
散
る
こ
と
。「
新
陳
代
謝
」
の
「
謝
」。

gǎn
shì

yú
fén

huā
kāidié

m
ǎn

zhī
huā

xiè
dié

huán
xī

w
éiyŏu

jiù
cháo

yàn
zhŭ

rén
pín

yìguī

★
「
夏
に
な
っ
た
ら
鳴
き
な
が
ら
、
必
ず
帰
っ
て
く
る
あ
の
ツ
バ
ク
ロ(

燕)

さ
え
も
、
何
か
を
境
に
ぱ
っ

た
り
姿
を
見
せ
な
く
な
る
事
だ
っ
て
、
あ
る
ん
だ
ぜ
イ
」

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
第
七
作
よ
り

江
南
逢
李
龜
年

江
南
に
て
李
亀
年
に
逢
ふ

杜
甫(
７
１
２
ー
７
７
０)

岐
王
宅
裏
尋
常
見

岐
王
の
宅
裏

尋
常
に
見

崔
九
堂
前
幾
度
聞

崔
九
の
堂
前

幾
度
か
聞
く

正
是
江
南
好
風
景

正
に
是
れ

江
南
の
好
風
景

落
花
時
節
又
逢
君

落
花
の
時
節

又

君
に
逢
ふ

コ
ウ
ナ
ン
に
て
リ
キ
ネ
ン
に
ア
う
。
ト
ホ
。
キ
オ
ウ
の
タ
ク
リ
、
ジ
ン
ジ
ョ
ウ
に
ミ
、
サ
イ
キ
ュ
ウ
の

ド
ウ
ゼ
ン
、
イ
ク
タ
ビ
か
キ
く
。
マ
サ
に
コ
れ

コ
ウ
ナ
ン
の
コ
ウ
フ
ウ
ケ
イ
。
ラ
ッ
カ
の
ジ
セ
ツ

マ

タ

キ
ミ
に
ア
う
。

〇
江
南=

長
江
の
南
。
普
通
は
長
江
の
下
流
域
の
南
部
を
指
す
が
、
こ
の
詩
で
は
洞
庭
湖
の
南
の
あ
た
り

を
指
す
。
杜
甫
は
、
こ
の
詩
を
書
い
た
年
の
暮
れ
に
亡
く
な
っ
た
。
〇
李
亀
年=

唐
の
玄
宗
皇
帝
に
寵
愛

さ
れ
た
男
優
兼
歌
手
。
〇
岐
王=

玄
宗
皇
帝
の
弟
。
〇
崔
九=

名
門
貴
族
で
あ
る
崔
氏
の
九
番
目
の
男
子
。

崔
滌(

さ
い
で
き)

。
〇
風
景=

風
光
。
日
本
語
の
「
風
景
」
と
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
。
〇
君
＝
李

亀
年
を
指
し
て
「
君
」
と
呼
ん
で
い
る
。

jiang1
nan2

feng2
li3

gui1
nian2.du4

fu3.
qi2

w
ang2

zhai2
li3

xun2
chang2

jian4.cui1
jiu3

tang2
qian2

ji3
du4

w
en2.

zheng4
shi4

jiang1
nan2

hao3
feng1

jing3.luo4
hua1

shi2
jie2

you4
feng2

jun1.

★
「
久
旱
逢
甘
霖
、
他
郷
遇
故
知
。
洞
房
花
燭
夜
、
金
榜
題
名
時
」(

人
生
四
大
喜)
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詠
柳

柳
を
詠
ず

賀
知
章(

６
５
９
ー
７
４
４)

碧
玉
妝
成
一
樹
高

碧
玉

粧
ひ
成
り
て

一
樹

高
し

萬
條
垂
下
綠
絲
條

万
条

垂
れ
下
る

緑
糸
の
条

不
知
細
葉
誰
裁
出

知
ら
ず

細
葉

誰
か
裁
ち
出
づ
る

二
月
春
風
似
剪
刀

二
月
の
春
風
は
剪
刀
に
似
た
り

ヤ
ナ
ギ
を
エ
イ
ず
。
ガ
チ
シ
ョ
ウ
。
ヘ
キ
ギ
ョ
ク
、
ヨ
ソ
オ
い
ナ
り
て

イ
チ
ジ
ュ

タ
カ
し
。
バ
ン

ジ
ョ
ウ

タ
れ
ク
ダ
る

リ
ョ
ク
シ
の
ジ
ョ
ウ
。
シ
ら
ず

サ
イ
ヨ
ウ

タ
レ
か
タ
ち
イ
ず
る
。
ニ
ガ
ツ

の
シ
ュ
ン
プ
ウ
は

セ
ン
ト
ウ
に
ニ
た
り
。

〇
碧
玉=

美
少
女
の
名
前
。
こ
の
詩
で
は
新
緑
の
柳
の
木
を
た
と
え
る
。
〇
二
月=

新
暦
で
は
三
月
く
ら

い
。
〇
剪
刀=

は
さ
み
。
こ
の
詩
は
「
天
工
」
「
天
功
」「
造
化
」
の
妙
を
詠
ん
だ
も
の
。

yong3
liu3

he4
zhi1

zhang1
bi4

yu4
zhuang1

cheng2
yi1

shu4
gao1.

w
an4

tiao2
chui2

xia4
lv4

si1
tiao2.

bu4
zhi1

xi4
ye4

shui2
cai2

chu1.
er4

yue4
chun1

feng1
si4

jian3
dao1.

★
伊
藤
仁
斎
『
童
子
問
』
巻
之
中
第
七
十
章
「
造
化
之
工
、
亦
何
巧
哉
」(

造
化
の
工
、
亦
た
何
ぞ
巧
み

な
る
や
。
ゾ
ウ
カ
の
コ
ウ
、
マ
た
ナ
ン
ぞ
タ
ク
み
な
る
や)

題
猿
猴
捉
月
圖

猿
猴
捉
月
の
図
に
題
す

加
藤

徹(

１
９
６
３
ー

)

水
涵
月
影
皎
於
眞

水

月
影
を
涵
せ
ば

真
よ
り
も
皎
し

展
轉
獼
猴
盡
喪
身

展
転
せ
る
獼
猴

尽
く
身
を
喪
ふ

我
不
愚
蒙
窺
井
底

我
は
愚
蒙
な
ら
ず

井
の
底
を
窺
ふ

遙
看
惡
相
是
何
人

遥
か
に
悪
相
を
看
る

是
れ
何
人
ぞ

エ
ン
コ
ウ
ソ
ク
ゲ
ツ
の
ズ
に
ダ
イ
す
。
カ
ト
ウ
ト
オ
ル
。
ミ
ズ
、
ツ
キ
カ
ゲ
を
ヒ
タ
せ
ば
、
シ
ン
よ
り

も
シ
ロ
し
。
テ
ン
テ
ン
せ
る
ビ
コ
ウ
、
コ
ト
ゴ
ト
く
ミ
を
ウ
シ
ナ
う
。
ワ
レ
は
グ
モ
ウ
な
ら
ず
、
イ
の
ソ

コ
を
ウ
カ
ガ
う
。
ハ
ル
か
に
ア
ク
ソ
ウ
を
ミ
る
、
コ
れ
ナ
ン
ピ
ト
ぞ
。

〇
申
年
の
正
月
に
ち
な
ん
だ
拙
作
。


